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この仕様書は、尺度差仮説の公開研究プロトコルを、独立した研究者・研究機関が事前登録と実証

研究へ移すための固定項目をまとめたものである。著者 too vr による実施予告ではなく、本仕様書

自体も完了済みの事前登録ではない。角括弧［要確定］は、実施者が予備研究、倫理審査、刺激検

証、検出力シミュレーション後、確認データを閲覧する前に埋める。実施・改変・翻訳・追試を歓

迎する。

1．利用条件・役割分担・研究移管
本仕様書は CC BY 4.0 の下で利用できる。実施者は、原論文を引用し、改変・翻訳・追加条件を明
示し、原著者の承認または支持を示唆しない。仕様の利用だけで too vr が実証研究の共著者になる
ことはない。実証研究の責任著者、倫理責任、データ管理責任、統計解析責任および公開責任は独
立実施者に帰属する。

共同研究を希望する場合は、参加者募集前に、研究目的、役割、著者資格、著者順、データ所有、
知的財産、費用、公開方針を文書で合意する。独立実施の場合は、原著者への事前許可や結果の事
前確認は不要であり、支持結果、帰無結果、反対方向の結果、再現失敗のいずれも公開できる。
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実施者は、自らに適用される倫理・法令・機関規則を確認し、倫理審査、インフォームド・コンセ
ント、個人情報保護、報酬、撤回、保存期間、データ共有を決定する。日本語以外への翻訳、対象
集団の変更、刺激内容の変更、分析モデルの変更を行う場合は、変更履歴と妥当性確認を事前登録
へ記載する。

2．登録情報
表 P1　登録の基本情報

項目 登録内容

研究名 尺度差仮説 研究 1（時間）／研究 2（空間・境界）

主要研究問い 尺度不一致により組織化刺激と統制刺激の生命性評価差が縮小するか。

主要アウトカム 「この対象は生きているように感じた」1-7。

対象者 初期実装は日本語を読める 18歳以上の成人。異なる言語・文化圏では翻訳と測定妥当性
を再確認する。

倫理審査 ［要確定：独立実施者が取得する審査機関・承認番号・同意手続き］

登録場所 ［要確定：OSF Registries等の永続URL］

プロトコル出典 too vr「尺度差仮説」Jxiv初回提出稿。［公開後にDOI を記入］
実施責任者 ［要確定：氏名、ORCID、所属］
実施機関・連絡先 ［要確定］
原仕様からの変更 ［要確定：変更なし／変更内容・理由・妥当性確認］
実施者のライセンス
方針

［要確定：刺激、コード、匿名化データの公開条件］

3．研究 1 の確認仮説
表 P2　研究 1 の仮説と決定規則

ID 仮説 確認量 決定規則

H1a 組織化刺激の時間曲線は逆U字型。 β +β₃ ₅ Holm調整後の一側検定で
負。頂点が提示範囲内。

H1b 組織化刺激の頂点は適合区間内。 s* ,organizedₜ 点推定が［最終区間］内、
95%ブートストラップ区間が
提示範囲内。

H2 組織化−統制差は両極端で縮小。 β₅、Δ_t(0)-Δ_t(-4)、Δ_t(0)-Δ_t(4) β <0₅ 、両コントラスト>0。

V1 適合点で組織化操作が識別される。 Δ_t(0) Δ_t(0)>0。失敗時は確認研究
を解釈せず刺激を再設計。
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4．研究 2 の確認仮説
表 P3　研究 2 の仮説と決定規則

ID 仮説 確認量 決定規則

H3a 境界なし組織化刺激の空間曲線は逆U字
型。

γ +γ₃ ₅ Holm調整後の一側検定で負。

H3b 組織化刺激の頂点は空間適合区間内。 s* ,organizedₗ 点推定が［最終区間］内。

H4 真境界は不適合尺度で識別差を回復。 C_B(-4), C_B(4) 両コントラスト>0。単なる境界
主効果では支持としない。

V1 空間適合点で組織化操作が識別される。 Δ_l(0, B=0) 正。失敗時は刺激再設計。

5．モデル式
logit P(Yₚₖᵢ ≤ r) = θᵣ − ηₚₖᵢ (P1)

ηₚₖᵢ = β₁Oₖ + β₂s_t + β₃s_t² + β₄(Oₖ×s_t) + β₅(Oₖ×s_t²) + uₚ + vₖ (P2)

s*ₜ,organized = −(β₂ + β₄) / {2(β₃ + β₅)} (P3)

Δ_t(s_t) = β₁ + β₄s_t + β₅s_t² (P4)

C_B(s_l) = Δ_l(s_l, B=1) − Δ_l(s_l, B=0) (P5)

リンク関数は logit を基本とする。比例オッズ仮定の診断は感度分析として報告する。独立実施者

は主要モデルを確認データ閲覧前にコード化し、バージョン、実行環境、依存パッケージおよび

ハッシュを保存する。

6．標本数シミュレーション
表 P4　検出力シミュレーション仕様

要素 固定方法

候補N 200から 20 名刻み。上限500。

反復数 候補Nごとに最低 1,000 反復。最終候補は 5,000 反復。

主要成功基準 研究 1 H2、研究 2 H4 の検出力 90%以上。モデル収束率95%以上。

閾値・分散 予備研究推定値と保守的シナリオを使用。

最小効果 中央と極端の組織化差の減少 0.20点、または P(Y≥5)の 5ポイント差を起点に潜在係数へ
変換。
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要素 固定方法

頂点評価 被覆率、提示範囲外の頻度、適合区間判定率。

失敗時 N≤500 で基準未達なら、刺激数・試行数・設計を再検討し、確認研究を開始しない。

7．ランダム効果と収束失敗時の順序
 参加者・刺激のランダム切片を必須とする。
 参加者側に組織化と尺度項、刺激側に尺度項のランダム傾きを可能な範囲で含める。
 簡略化 1：ランダム効果間の相関を 0 に固定する。
 簡略化 2：分散がほぼ 0 の最高次ランダム傾きを削除する。
 簡略化3：刺激側、参加者側の順で最高次傾きを削除する。
 切片は削除しない。全モデルと収束警告を保存する。

8．分析の階層
表 P5　分析階層

階層 内容 解釈

確認分析 低水準特徴を入れない CLMM。事前仮説とコントラス
ト。

提示条件全体として尺度差が生命性
判断へ影響するか。

頑健性分析 光学流、平均速度、イベント密度、追跡可能性等を追加。 単純な視認性だけで説明される程
度。

探索分析 媒介分析、カテゴリ尺度モデル、スプライン、非対称性
β₄。

作用機序と理論の次段階。確認結果
と混同しない。

9．除外・欠測・停止規則
 初期実装では、18歳未満、同意不成立、重複、完了率 75%未満、注意確認不合格を参加者レベ

ルで除外する。異なる対象集団で実施する場合は、年齢・同意・能力・参加条件を倫理審査と
事前登録に合わせて変更し、原仕様との差を明示する。

 再生エラー、回答欠損、300 ms 未満の回答を試行レベルで除外する。実施環境に応じて閾値
を変更する場合は、確認データ閲覧前に根拠を登録する。

 実施者は除外後に最終Nへ達するまで募集し、中間解析による早期停止を行わない。停止規則
を変更する場合は、その理由と時点を公開する。

 募集プラットフォーム障害など、研究外の理由による中断は日時・理由を記録する。
 除外前後の結果を併記する。
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10．登録前の未確定項目
表 P6　確認研究前に埋める項目

項目 確定方法 期限

最終適合区間 予備研究・刺激生成規則。確認データ閲覧前。 事前登録時

最終N 表 P4 のシミュレーション。 事前登録時

刺激セット・シード 操作妥当性と床天井を満たすセット。 事前登録時

倫理承認番号 独立審査または所属機関審査。 募集前

分析コード版 テストデータで実行し、ハッシュ保存。 事前登録時

10.1　 独立実施者による最終確認
登録前に、実施責任者は、倫理承認、参加者説明、刺激の権利処理、標本数シミュレーション、分
析コードの動作、データ保存先、公開ライセンス、著者資格、利益相反、資金源、原仕様からの変
更を確認する。原著者 too vr は、独立実施者の研究運営、参加者保護、解析、結果または公開内容
を保証しない。

11．仕様書の出典・改訂履歴
表 P7　仕様書の改訂履歴

版 日付 内容

Jxiv 附属資料 2026-07-14 独立実施者向け仕様へ再編。CC BY 4.0、実施責任、倫理、著者資格、改変記
録、登録情報を明示。
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